
国籍別にみた外国人労働者数の推移

（単位：千人）
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出典：厚生労働省「外国人雇用状況の届出状況（平成29年10月末現在）」 3

○ 国籍別に直近の状況をみると、中国が最も多く372,263 人で、外国人労働者全体の29.1％を占めている。次いで、ベ
トナムが240,259 人（同18.8％）、フィリピンが146,798 人（同11.5％）、ブラジルが117,299 人（同9.2％）の順と
なっている。

○ 直近の推移をみると、特にベトナムについては対前年同期比で68,241 人（39.7％）と大幅に増加している。
また、ネパールについても、同16,341 人（31.0％）と大幅に増加している。
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